
 1

＜洪水対応＞ 

 

 

 

 

 

 

活動組織・団体：国土交通省九州地方整備局 鶴田ダム管理所 
 

 

【概要】 
平成18年７月下旬の計画超過洪水時に、鶴田ダム管理所では、ライフライン（商用電

源、電話回線、水道）の途絶、ダムへのアクセス道路の全てが遮断され物資等の輸送が

できない非常事態となったが、自家用予備発電機の延命運転、マイクロ回線を活用しな

がら洪水調節を実施し、下流河川の水位低減に大きく寄与した。一方、鶴田ダム管理所

は、計画超過洪水対策の必要性を身をもって感じたことから、平成19年２月に検討会を

設立し、鶴田ダムの洪水調節に関する操作方法や情報提供のあり方について検討を行い

、平成１９年度出水に対応できる体制を整えた。 

鶴田ダム 

非常事態（ライフライン途絶等）下での計画超過 

洪水対応（H18）と、その後の「洪水調節」、「情報提

供」方法の見直し、並びに実洪水操作への適用（H19） 
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【異常洪水】 

平成１８年７月１９日から２３日にかけて、鹿児島県北部を流れる川内

川は、総雨量１，０００mm を超える記録的な豪雨に見舞われ、川内川流

域に設置されている雨量観測所２５箇所のうち２０箇所、水位観測所１５

箇所のうち１１箇所で既往最大を更新した。 鶴田ダム管理所においても、

「計画規模を超える異常洪水時の操作（ただし書き操作）」を行い、既往最

大流入量の２，６８２m3/s を大きく上回る４，０４３m3/s を記録する記録

的な大出水となった。 

 

【非常事態発生】 

鶴田ダム管理所では、流入量がピークを迎えた直後頃から大規模な土砂

崩れ等により、電気・水道・ＮＴＴ電話・管理用光ファイバーケーブルの

切断等、ライフラインの途絶が発生した。 

また、ダムへのアクセスルート３ルート全てが遮断され、物資等の輸送

が出来ない非常事態が発生した。 

 

【計画超過洪水対策の必要性】 

鶴田ダム管理所は、計画超過洪水を実際に体験し、さらに近年の異常気

象を鑑みた結果、このような計画超過洪水に対する洪水調節方法や情報伝

達等の対策の必要性を感じた。また、地域住民からもさまざまな意見・要

望等が寄せられた。 

 

背  景 
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【平成 18 年 7月計画超過洪水対応】 
①商用ケーブルが切断され停電状態となったため、自家用予備発

電機に切り替えダム操作を実施した。200KVA ガスタービン２

機の燃料は５日分を確保していたが、道路途絶のため燃料補給

が出来ない状態が長期化することを想定し、ゲート操作時は２

機運転、その他時は１機運転と切り替える運転を実施した。さ

らに空調機の停止等の燃料節約により発電機の延命運転を実施

した。 
②ＮＴＴ電話回線・管理用光ファイバーケーブルの切断発生が生

じたため、マイクロ回線による専一公接続＊を活用するととも

に、さらに回線混雑を避けるため被災地域外の熊本河川国道事

務所等を経由して、各関係機関への情報伝達（電話・ＦＡＸ）

を実施した。 
③水道管が破損し、断水状態となったため、飲料水は貯蔵品で対

応し、トイレ等の水は野外に雨水を貯留する対応を執り、長期

断水に備えた。 
④下流道路の冠水等により警報巡視活動が困難な状況に陥った

が、かねてより調査していた迂回路等を活用し、最大限の警報

巡視活動を実施した。 

 
＊管理所からマイクロ回線を通じて他事務所を経由し、他事務所からＮＴＴ回線を利用して、電話・

ＦＡＸを行う方式。 

 
 

創意・工夫した事項（１） 
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図―１  鶴田ダム平成１８年７月洪水時対応状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図―２  鶴田ダム管理所及び周囲状況 
 

（１） 
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図―３  鶴田ダム洪水調節操作状況 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        ダム直下流          ダム下流左岸 

写真―１  ダム下流被災状況 
 

 

（１） 
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【計画超過洪水対策検討】 

①洪水調節について 

1)計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し 

操作開始水位を８割容量水位から７割容量水位へ変更し、さ

らにダム流入量の最大発生後の放流量を逐次見直しする方法へ

変更し、下流への放流量の増加を穏やかにすることとした。さ

らに平成 19年度出水期前までに対応可能とするため早期にシス

テムを改良し、職員全員の勉強会を開催し対応を図った。 

2)予備放流水位を標高 130.0m まで低下させる基準の見直し 

平成１８年７月洪水のような大規模洪水が予想される場合、

予備放流により貯水位を標高 130.0m まで低下させる既存の基

準を見直し、本年度出水期前までに対応可能とするため、『操作

要領』を修正した。 

3)更なる洪水調節容量の増量（貯水位を標高 130.0m 以下に低下さ

せる） 

大規模洪水が予測された場合（ 2）の基準に該当）、できるだ

け多くの洪水調節容量を確保するため、発電放流を停止し貯水

位を最低水位（標高 130.0ｍ）以下へ下げることとした。 

見直し前 見直し後 

・当該日以前５日間の降雨量が、２６０ミリ

メートルを超えており、当該時刻以前３時

間の降雨量が４０ミリメートルに達し、更

に今後１５０～２００ミリメートルの降

雨が予想されるとき 

・当該時刻以前１２時間雨量が８０ミリメ

ートル以上に達し、かつ１６０ミリメー

トル以上の降雨が予想されるとき 

 

創意・工夫した事項（２―１） 
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②情報提供について 

1) 住民への情報提供 

i)防災無線（自治体所管） 

ダム放流量が 1,100m3/s を超える場合、自治体からの情報（避

難情報等）に加え、河川やダムに関する情報を放送するものと

し放送要請の依頼文を自治体と調整し決定した。 

ii)ダム警報局 

ダムの放流に関する警報に加え、自治体からの情報（避難情

報等）を放送するため協定を締結し、放送要請の依頼文を自治

体と調整し決定した。 

iii)情報表示板 

ダムの放流に関する情報表示に加え、河川の水位情報（レベ

ル表示）や自治体からの情報（避難情報）を表示するようにシ

ステムを修正した。 

2)マスコミとの連携 

テレビ画面にダムや河川の情報をテロップ等で表示すること

とし、平成 19 年度は出水期までに、受け手に解りやすく情報提

供出来るようマスコミとの勉強会を開催し、情報提供のやり方

を決定した。また毎年出水期前に勉強会を実施していくことと

している。 

3)防災意識の向上に向けた取り組み 

出水期前に防災意識の向上に向けた広報誌を作成・配布を行

った。 

創意・工夫した事項（２－２） 
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図―４  鶴田ダム洪水調節に関する検討会概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図―５ 鶴田ダム洪水調節方法の見直しと情報提供のあり方について 
 

（２） 

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会鶴田ダムの洪水調節に関する検討会 概要概要

洪水調節方法見直し案の検討

①鶴田ダム洪水調節の検証

②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方

①鶴田ダム洪水調節の検証

②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方

河川管理者 ： 関係機関と調整の上、ダム管理に反映

地元説明会
【H18年9月~】

検討会委員
【地域代表委員】

地域の方々
との意見交換

意

見

住 民 意 見

意

見

意

見

鶴田ダムの洪水調節に関する
技術検討ワーキング

（学識者・河川管理者で構成）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

（地域住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等で構成）

報告

意
見

第１回検討会 H19.2.6 第１回ワーキング H19.4.23

第２回検討会 H19.2.28 第２回ワーキング H19.5.9

第１回意見交換 H19.3.17 第3回ワーキング H19.5.20

第３回検討会 H19.3.27

第４回検討会 H19.4.26

第５回検討会 H19.5.29

第2回意見交換 H19.7.21

検討会・意見交換会 ワーキング

検討会の目的（住民意見の反映）検討会の目的（住民意見の反映）

洪水調節洪水調節
① 予備放流水位を貯水位130.0mまで低下させる基準の見直し
② 計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し
③ 更なる洪水調節容量の増量（貯水位130m以下に低下させる）

情報提供情報提供
① 住民への情報提供

・防災無線、ダム警報局、ダム情報表示板等の活用
② マスコミとの連携

・テレビ画面にテロップ表示等
③ 防災意識の向上に向けた取り組み

・防災訓練及び日常の広報活動

今出水期から実施今出水期から実施

第２回 意見交換の様子
（H19.7.21 虎居地区公民館にて）

第１回 検討会（H19.２.6） 第２回 検討会（H19.２.28）

第３回 検討会（H19.３.27）第１回 意見交換（H19.３.17）

第４回 検討会（H19.４.26） 第５回 検討会（H19.５.29）

予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し

更なる洪水調節容量の増量

洪水調節方法の見直しについて洪水調節方法の見直しについて 情報提供のあり方について情報提供のあり方について

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（出水期前後）開催）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（出水期前後）開催）

住民への情報提供

・地域住民の方々、国・県・市町が連携し、高い防災意識の継続を図る。

・検討会で決まった事の実施状況の確認及び改善を図る。

・新たな課題の抽出及び対策について検討。

[お問合せ]
国土交通省 九州地方整備局

鶴田ダム管理所 0996-59-2030

①防災無線①防災無線
自治体からの情報（避難情報等）に加え、

河川やダムに関する情報を放送します。

②ダム警報局②ダム警報局
ダムの放流に関する警報に加え、

自治体からの情報（避難情報等）を放送します。
ダムの放流に関する警報をこれまでの２回から４回に増加します。

③③情報表示板情報表示板
ダムの放流に関する情報表示に加え、

河川の水位情報や自治体からの情報（避難情報）を表示します。

（情報表示板）ダム・河川・町の情報の表示例

河川情報
レベル５

はん濫の発生

さつま町情報

虎居、川原
避難指示

鶴田ダム情報
ダム操作中

ダムへの水量が
計画規模以上

マスコミとの連携

テレビ画面にテロップ表示等
情報提供に関する勉強会の実施

防災意識の向上に向けた取り組み

住民を含めた防災訓練および日常の広報活動の実施

平成18年７月洪水のような大規模洪水が予想される場合、予備放流に
より貯水位を標高130.0mまで低下できるよう基準を見直しました。

操作開始水位を８割容量水位から７割容量水位へ、さらにダム流入量
の最大発生後の放流量を逐次見直し、放流量の増加を穏やかにします。

大規模洪水が予測された（基準に該当）場合、更なる洪水調節容量を
確保するため、発電放流を停止し貯水位を標高130.0ｍ以下へ下げます。
※ダム貯水位が１３０ｍ以下になるとダムの放流量に限界（水圧が小さくなるため）があ
りますので、可能な限り低下させるよう努力はしますが、どこまで下げられるかはダム
の流入量で決まります。

【効 果】

① 最大放流量 H18.7洪水に対して毎秒210m3低下

② 計画規模を超える洪水調節操作時の放流量の勾配

現行操作よりも緩やかにする

③ 宮之城地点水位 H18.7洪水に対して約20cm※水位を低下
※：流下時間を30分とし、ダム放流量を残流域流量へ加えて簡易に水位を算出。

鶴田ダム放流
中・・・

テレビテロップで表示

【基準】
ダム上流域の流域平均雨量

が１２時間累加雨量
８０mm以上

且つ
今後の予測雨量
（気象庁：天気予報）が

１６０mm以上
発電

放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

発電
放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

スクロールによる表示

鶴田ダムではダム見学を受付中です！

※予備放流水位を標高130.0ｍまで低下
させる見直した基準と同じ
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図―６  鶴田ダム配布資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図―６  広報誌 
 

 

（２） 
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【最低水位（標高 130.0m）以下への貯水位低下対応】 

貯水位を最低水位以下に下げることは、これまで計画にもな

くダム建設以来行ったことがないため、平成 19年度出水期前ま

でに、『貯水位低下試行要領』を作成すると共に、以下に示すよ

うにゲート操作上の障害発生有無の検討、貯水位を下げること

による貯水池法面への影響の有無、ダムコンに対応できていな

いため貯水位の確認方法（量水板設置含む）や流入量放流量算

出のシミュレーションなどを実施した。 

以下、平成１９年７月洪水での対応。 

①貯水位の読み取り（10分ごと） 

水位計は、標高約 126.0m まで設置してあるため、ダムコンに

送られてくる水位を 10分ごとに読み取り、流入量・放流量を計

算する班へ連絡した。（なお、水位が標高 126.0m を下回った場

合は、EL118.0ｍまで設置している量水板から読み取る訓練をし

ていたが、そこまで水位が下がらずに洪水調節へ移行した。） 

②流入量・放流量の算出（10 分ごと） 

ダムコンへは「貯水位－容量」と「貯水位－ゲート開度－放

流量」のデータが最低水位（標高 130.0m）までしか登録されて

おらず、最低水位以下になると流入量・放流量が計算されない

ため、事前に「貯水位－ゲート開度－放流量」の表を準備し、

10分ごとに連絡される貯水位とゲート開度表から読み取り放流

量を決定した。流入量は、事前に「貯水位－容量」表を準備し、

10分間の容量の変化量と、決定した放流量の関係から算出した。

創意・工夫した事項（３―１） 
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③決定した放流量の確認（10 分ごと） 

事前に準備した「貯水位－ゲート開度－放流量」表は、計算

式を用いて作成したものであるため、事前にダム下流減勢工の

副ダムに量水板設置と、設置箇所での「水位―容量」表を準備

しておき、副ダムの水位を読み取りながら二重のチェックを行

った。（ライトとカメラを設置しているため、夜間にも対応可能

。） 
④放流設備【コンジットゲート】の状況監視・点検（随時） 

鶴田ダムは水位を標高130.0m以下に下げることは計画されて

いないため放流設備も対応していない。そのため、建設当時の

水理模型実験結果を参考に起こりえる事象を事前に想定し対応

策を検討した。実際の操作時は、ゲート室での振動・騒音の測

定（放流中に職員が触診）、カメラによる放流水脈状況の確認な

ど、状況監視・点検を随時行った。なお、放流中に貯水池側に

ゲート放流による渦が発生し、特に入念な状況監視・点検が必

要となった。（職員のはりつきが必要であった。） 

⑤貯水池内法面の監視（１時間ごと） 
鶴田ダム完成以来、初めてとなる最低水位以下への低下であ

ったため、貯水池内法面における地すべり等が心配された。事

前に貯水池内法面調査を行い、地すべり等の心配は無いことを

確認していたが、万が一に備え、１時間ごとに堤体周辺の法面

巡視を行った。 

創意・工夫した事項（３―２） 
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図―７  鶴田ダム洪水調節結果（平成１９年７月洪水時） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３） 
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【平成 18 年 7 月計画超過洪水対応】 
① ダム操作機能確保 
ライフラインの途絶、ダムへのアクセスルート遮断の非常事態

下で、以下に示すような創意工夫活動の結果、計画規模を超え

る異常洪水に対し、１５８時間（約６．５日間）にわたるダム

操作を職員わずか 12 名で完遂できた。 
1)約５日間以上の節電効果（５日間から約１０日以上に延命） 
2)約１０日間の生活用水確保 
3)マイクロ回線利用による関係機関連絡回線確保 
4)迂回路活用による警報巡視の実施 

②被害軽減効果 
計画超過洪水に対して管理所長の陣頭指揮のもと、職員全員で

洪水調節を行った結果、治水容量をほぼ使いきるとともに下記

のように、下流への影響を最小限にくい止めることができた。 
1)ピーク水位約 1.3m 低下  浸水家屋等被害の低減 

（最大水位低下約 2.5m） 

2)ピーク水位約４時間遅らせ  避難、救助活動の時間確保 

創意・工夫により得られた効果（１） 
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図―８  鶴田ダム洪水調節効果（平成 18年 7月計画超過洪水時） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダムの効果を最大限発揮！！

ピーク水位を約１．３ｍ低下
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ピークを約４時間遅らせた

●浸水家屋の低減

●避難、救助活動の時間確保

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

≪救助活動状況≫〔さつま町虎居地区〕
（朝雲新聞社ＨＰより抜粋）
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《ダムの治水容量をフル活用》
治水容量75,000千m3/sをほぼ使いきり、

貯水率は９９．３％を記録！

（１） 
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【情報提供と協力体制の確立】 

①住民への情報提供方法 
防災無線、ダム警報局、情報表示板を通じての住民への情報

提供方法が確立できた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創意・工夫により得られた効果（２） 
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表―１ 情報提供の実施状況 
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【最低水位（標高 130.0m）以下への貯水位低下対応】 
①更なる洪水調節容量増大の実現 

貯水位を EL.130m 以下へ 2.3m 低下させたことで、治水容量が

600 万 m3増加したとともに、地域住民の要望事項も実現すること

ができた。 
②改善点の把握 

貯水位低下試行要領の運用に伴い予備放流水位以下に水位を

低下させる操作を行うことによって、水位低下操作の課題が把

握でき、今後の操作改善に繋げることが可能となった。 

創意・工夫により得られた効果（３） 
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図―９ 鶴田ダム洪水調節効果（平成 1９年 7月洪水時） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【鶴田ダムの平成 1９年 7月洪水調節の新聞記事】 

・南日本新聞 平成 19 年 7 月 15 日 掲載 

 

（３） 
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「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」を出水期前後に年２回

開催し、平成 18 年度出水の住民意識の継続を図るとともに、長期

的整備等の報告を継続的に実施し、住民のダム管理への理解向上

に努める。 

今後の展開 


